＜沼津市職員研修に関する企画提案書概要＞
区分：①新任　②管理監督　③キャリア・育成　④法制執務
（参加区分のいずれかに〇。複数の区分で申込む場合は区分毎に作成）
各研修プログラムの具体性
	＜沼津市人材育成基本方針に掲げる職員像について、研修を通じて具体的にどの項目を強化することができるか＞


	＜研修内容及び実施方法の工夫点＞



各研修講師の研修実績及び略歴
	＜全講師数(男女別)と各研修に派遣可能な講師数(男女別)＞


	＜講師の研修実績及び専門分野＞



研修機関としてのこれまでの実績、セールスポイント等
	＜研修機関としての実績＞


	＜強み、弱み＞



研修の効果
	＜研修効果を持続させるための工夫点＞


	＜アンケートの書式、集計及び活用方法＞



実施体制
（１）緊急時の対応
緊急時（講師の急病、自然災害による交通機関の運転見合わせ等）について、どのような対応が可能かを具体的に記入してください。
	


（２）打合せ
　　　貴社（団体）の担当者と打合せができるか。
　　　　☐できる（複数回）　　　☐できる（１回）　　　☐できない
　　　講師と打合せができるか。
　　　　☐できる（複数回）　　　☐できる（１回）　　　☐できない
（３）テキスト
　　　研修用のテキスト等を本市の要望の内容に変更することはできるか。
　　　　☐できる　　　　　　　　☐できない
（４）研修中の運営
　　　研修中、配布物の対応等、本市の研修担当職員が講師をサポートする必要があるか。
　　　　☐サポートの必要はない　☐サポートする必要がある
（５）web研修の実施
　　　研修内容を補完し、本研修業務の目的である、多様化・複雑化した市民ニーズに対応できる職員を育成するためのweb研修メニューを用意することができるか。
　☐できる（追加料金は不要）　　　☐できる（追加料金が必要※）　　　☐できない
　　　※　「できる（追加料金が必要）」は、対面での研修を実施した場合の見積金額に当追加料金を含めた金額が、参加要領に記載の上限金額を超えない場合に限り、選択してください。
その他特記事項
	


様式５









